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2018年 1月 19日 

 

報道関係各位 

大和ハウス工業株式会社 

代表取締役社長 芳井 敬一 

大阪市北区梅田 3－3－5 

 

●大和ハウスグループ８社が連携 

住宅ストック事業ブランド「Livness（リブネス）」誕生 

 

大和ハウス工業株式会社（本社：大阪市、社長：芳井敬一）は、大和ハウスグループ 7社（日本住宅

流通株式会社、大和ハウスリフォーム株式会社、大和ホームズオンライン株式会社、大和ライフネクス

ト株式会社、大和リビングマネジメント株式会社、株式会社コスモスイニシア、株式会社デザインアー

ク）と、既存住宅の売買仲介、買取再販、リノベーション・リフォームなどの住宅ストック事業を強化

するため、グループ統一の新ブランド「Livness（リブネス）」を本日、立ち上げました。 

 

当社は、「建築の工業化」を企業理念に創業し、創業商品「パイプハウス」やプレハブ住宅の原点「ミ

ゼットハウス」などを開発。創業以来、累計販売戸数 160万戸以上（戸建住宅・賃貸住宅・分譲マンシ

ョンなど）を供給してきました。 

そのような中、当社は 2003年 10月、リフォーム会社のダイワハウス・リニュー（現：大和ハウスリ

フォーム株式会社）を設立。2007 年 8 月には、不動産仲介会社の日本住宅流通株式会社を完全子会社

化させ、住宅ストック市場の活性化に寄与してきました。 

そしてこのたび、更なる住宅ストック事業の拡大に向けて、大和ハウスグループの住宅ストック事業

の統一ブランド「リブネス」を導入することとなりました。 

 

■ポイント 

 １．大和ハウスグループ各社のノウハウを活かした総合提案 

２．地域の地元不動産業者との提携などで全国対応ネットワークを構築 

  ３．既存住宅の価値を維持するための新たな仕様を新設 

  ４．VR（バーチャルリアリティ）の技術を活用した内見サービスを導入 
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●導入背景 

国の方針施策として掲げている「住生活基本計画」※1では、既存住宅流通の市場規模を 2013 年の

4 兆円から 2025年には 8兆円に、リフォームの市場規模を 2013 年の 7 兆円から 2025年には 12兆

円に拡大させることを目指しています。また、さらなる住宅ストック市場の活性化に向け、2018年 4

月より「安心 R住宅」※2制度が施行される予定です。 

そのような背景を踏まえ、当社グループでは、グループ各社が個別に展開してきた住宅ストック事

業の情報を集約し、お客さまの状況に応じたリフォームや買取再販などの提案を行うため、グループ

統一の新ブランド「リブネス」を導入することとしました。 

※1.国土交通省が 2006年に定めた「住生活基本法」に基づき、国民の住生活の安定の確保及び向上の促進に関する基

本的な計画のこと。計画においては、国民の住生活の安定の確保及び向上の促進に関する目標や基本的な施策な

どを定め、目標を達成するために必要な措置を講ずるよう努めることとされている。 
※2.耐震性能を備え、リフォームの実施等について適切な情報提供を行うために、国土交通省が商標付与を行う制度の

こと。 

 

１．大和ハウスグループ各社のノウハウを活かした総合提案 

「リブネス」の誕生を機に、グループ各社が取り組んでいる売買仲介、買取再販、リノベーシ

ョン・リフォームなど住宅ストック事業に関連する総合窓口を新たに設け、全国のお客さまから

のご相談やご要望に応じます。全国に展開する営業拠点網や不動産仲介ノウハウ、点検・リフォ

ーム技術など、グループで保有する経営資源を最大限活用し、お客さまに一気通貫のワンストッ

プサービスを提供します。 

また、国内ではオーナーさま向けセミナーや提携企業向け出張セミナー、海外では投資家向け

の「大和ハウス不動産セミナー」などグループ合同セミナーを定期的に開催するとともに、グル

ープ各社が保有する不動産物件情報を閲覧できるWEBサイトを 1月 25日に開設します。 

 

● 「リブネス」展開企業一覧 

社名 本社所在地 社長 事業内容 

大和ハウス工業株式会社 大阪市北区 芳井敬一 住宅・商業建設・都市開発 

日本住宅流通株式会社 大阪市北区 藤田実 不動産仲介、鑑定、リフォーム 

大和ハウスリフォーム株式会社 大阪市中央区 村井勝行 リフォーム設計・施工 建物点検 

大和ホームズオンライン株式会社 東京都千代田区 富樫紀夫 不動産仲介 

大和ライフネクスト株式会社 東京都港区 石﨑順子 マンション・ビル管理 引越 

大和リビングマネジメント株式会社 東京都江東区 明石昌 賃貸住宅関連 

株式会社コスモスイニシア 東京都港区 高木嘉幸 不動産販売、不動産賃貸、仲介 

株式会社デザインアーク 大阪市北区 島正登 インテリア、建材、レンタル 
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●大和ハウスグループ各社の役割 

 
 

２．地域の不動産業者との提携などで全国対応ネットワークを構築 

現在、当社グループの売買仲介の拠点は、全国 40

ヶ所（大和ハウス工業不動産流通事業部 5 ヶ所、日本

住宅流通 34 ヶ所、大和ホームズオンライン 1 ヶ所）

で展開していますが、2025年度までに都市部を中心に

60ヶ所の新規拠点をオープンさせ、計 100ヶ所を目指

します。 

また、地方の遠隔地（特に、東北、中・四国、九州

エリア）など、今まで対応が難しかったエリアにおい 
 

イメージ（店舗看板） 

ては、地域の不動産業者約 80社と提携し、全都道府県で対応できるネットワークを構築します。 

 

３．既存住宅の価値を維持するための新たな仕様を新設 

既存住宅の流通活性化を促すためには、住宅の

資産価値が長期にわたり維持される環境を整備す

ることが不可欠です。 

そこで、当社グループ※3では既存住宅を買取再

販する際は、物件により「安全・安心」を保証す

る「リブネス特別仕様」として展開します。 

「リブネス特別仕様」は、当社グループが物件

の地盤や建物構造を検査した結果を踏まえ、建物

に対して最長 10 年間の建物・設備・地盤保証※4

を付ける仕様です。また、新築住宅で培ったノウ

ハウを活かし、共働き世帯のための戸建住宅提案

「家事シェアハウス」や「ペット共生住宅」など

をリノベーションの際に盛り込んでいきます。 

 
イメージ（建物点検） 

 

 

 

検査・保証 

・建物保証 

（5 年＋診断で 5 年 最長 10 年） 

・地盤保証 

・設備保証（10 年） 

・シロアリ保証（5 年） 

 

 

住まい方提案 

・家事シェアハウス 

・ペット共生住宅 

・奏でる家 

・しまいごこちイージークローク 

上記 4 点のうちのいずれか  

「リブネス特別仕様」 

    第一号物件として、「リブネス特別仕様」の戸建住宅を 2 月に三重県津市でモデルルームとし

てオープンします。 

※3.大和ハウス工業、日本住宅流通、大和ハウスリフォーム、大和ホームズオンライン、コスモスイニシアの 5

社。 

※4.建物保証については、引渡後 5年次点検でメンテナンス工事が必要とされた場合、メンテナンス工事（有料）

を実施しなければ保証期間の延長はできません。 
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４．VR（バーチャルリアリティ）の技術を活用した内見サービスを導入 

当社は、2018 年 2 月より、グループ会社の大和情報

サービスが運営するショッピングモール「湘南モールフ

ィル」（神奈川県藤沢市）において、VR遠隔接客ブース

「どこでもストア」※5を住宅メーカーで初めて導入しま

す。 

「どこでもストア」は、VR と遠隔通話の技術を活用

することで、不動産仲介店舗などを訪れなくても気軽に

物件を内見できるブースです。戸建住宅や分譲マンショ

ンなど最大 500件の不動産物件について、VRゴーグル 

 

「どこでもストア」 

で物件の広さなどを確認できます。また、ブース内に配備したタブレット端末を通じて、テレビ

電話によって直接営業スタッフに相談することもできます。今後、当社が運営する商業施設「イ

ーアスつくば」（茨城県つくば市）や「イーアス高尾」（東京都八王子市）などでも展開する予定

です。 

また、「リブネス」誕生を記念して、「リブネス」ホームページに会員登録すると、先着 1,000

名に簡易な VRゴーグルを贈呈するキャンペーンも 2018年 1月 25日より実施します。 

※5.ナーブ株式会社提供。「どこでもストア」で内見できる物件は、賃貸物件は除く。 

  
VR内見イメージ VR内見イメージ（画面） 

 

５．今後について 

    今後、戸建住宅・賃貸住宅・分譲マンションのみならず、商業施設や事業施設（物流施設、医

療・介護施設等）などのストック事業も積極的に手掛けていきます。 

 

■「Livness（リブネス）」の由来 

大和ハウスグループの住宅ストック事業ブランド「Livness」は、Live（住む、生きる）と、ness

（状態）の組み合わせによる造語です。大和ハウスグループのシンボルマークである「Endless 

Heart（エンドレスハート）」の“Endless”の語尾と合わせています。一人ひとりの暮らしと向き

合い、既存住宅を通して未来を提案し、住まいの可能性を広げていきます。 

 

以  上 

 

お問い合わせ先 

広報企画室 広報グループ   ０６（６３４２）１３８１ 

東京広報グループ ０３（５２１４）２１１２ 

  


